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 このたびＪＡ４ＢＵＡ桑原ＯＭがローテーターコントロール（ここでは以後ＢＵＡＣＴＬと記載します）を作

成されたことに伴い、そのコントローラを動作させるプログラムを作成いたしました。 

 

１ セットアップ（画像 1） 

インストーラーによりプログラムをインストールし、初めて起動の場合は環

境設定ファイルがないことからファイル作成済メッセージと共に右の画面とな

ります。 

偶然、ポートが一致した場合はそのまま使用できます。 

環境設定ファイルは、インストール直後はありませんが、初回の稼働でプロ

グラムと同一のフォルダーに「BGARTC.DAT」が作成されます。 

初期の環境ファイルの中身は、「3,9600,N,8,1:0」（ﾎﾟｰﾄ NO,ﾎﾞｰﾚｲﾄ,ﾊﾟﾘﾃｨ,ﾋﾞｯ

ﾄ数,ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ:ｲﾝﾀｰﾊﾞﾙを記入したテキストファイルです。 

初期のポートは、「3」となっていますので、ＢＵＡＣＴＬが３以外を取得し

ている場合は、ＢＵＡＣＴＬが取得しているポートを記入してください。 

  

 ★ ポートの設定（画像 2） 

   有効 Port をプルダウンすると有効なポートが表示されます。 

   例では「COM3」はリグコントロールに使用していますので 

「COM4」を選択すると左上の「PORT = True」となります。 

「PORT = False」の場合は使用できません。 

この場合は、他の機器に使用されています。 

 

 とりあえずこれでＢＧＡＲＴＣプログラムを再起動で動作します。 

 それぞれの設定は、「ツールチップＨＥＬＰ（マウスをボタン等の 

上に置くことにより表示されます）」をご覧になってください。 

 

２ 取込間隔（画像 1） 

  ＢＵＡＲＴＣの画面表示の初期値は２０００（２秒）となっています。 

ＢＧＡＲＴＣの画面表示は５００～５０００（0.5～5 秒位が適当）を選択できます。 

これ以外の数値も設定できますが、注意喚起のメッセージが出ます。 

 

３ コントロール設定（画像 1） 

  現在、北を中心となるように作成しています。 

 

４ 複数台のコントロール 

この場合は、プログラムを別のフォルダーにおいてコントロールごとにそれぞれこのプログラムを起動して

使用してください。 

画像 1 

画像２ 



  同一フォルダーでは、データが共有違反となり使用できません。 

  ＢＵＡＲＴＣもその台数分必要となります。 

  それぞれのポートの設定が混在しないように注意が必要です。 

  このプログラムからは、ポート単位にコントロールを行うのみであり、ＢＵＡＲＴＣそのものを個別に判断

することができません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ グリーンボタン「←■→」（画像 3） 

  矢印ボタンは単にローテータの方位ダイヤルを左・右にいっぱい回した状態でスタートボタンを押したこと

と同じです。 

ストップまたは■ボタンを押すまたはローテータの最終角度まで停止しません。 

  ストップボタンは、角度ボタンを押した場合等、いずれの動作状態であっても停止します。 

 

６ ＋１５、－１５（画像 3） 

  角度を±15 度ビームをコントロールします。（微調整用です） 

  次の７項等、送られて来るビームの角度はデータのばらつきがあります。 

画像３ 

←＝CCW左回転 

■＝ストップ 

→＝CW 右回転 

地図の任意の位置をクリックでその方向
にコントロールされます。 
 
オレンジ＝ ＤＸ局方向（クリック位置） 
      （ｵﾌｾｯﾄ値「0」の場合は非表示） 
緑色  ＝ 「RTC－59」への指示値 
      （オフセット含む） 
ブルー ＝ 「RTC-59」からの返値 
      （移動中の位置） 
※ ｵﾌｾｯﾄ値（ﾛｰﾃｰﾀｰの南の位置がずれている

場合の補正値で環境設定に書込） 

上段＝ポート等状態メッセージ 

下段＝コントロール設定角度 

接続・切断 

ドグルスイッチ 

ＢＵＡＣＴＬから

の返値 

  

設定微調整 

±１５度 

 

  



  このため最終的に各ボタンから送られたデータをメッセージ欄の 2 行目に表示しています。 

  当初 10 度で作成していましたが、ばらつきの範囲内となり動作しない場合がありましたので 15 度としまし

た。 

  ストップボタンを押した場合は、その時点で取得できた数値を表示しています。 

 

７ ピンク色の数値（ビーム角度） 

  地図の任意の位置を押した場合いったんその角度を表示したのち、ＢＵＡＣＴＬから送られてきた数値を表

示します。 

  ローテーターからの出力電圧は５Ｖであり、その５Ｖを３６０度で割った数値で表示していますので、ほん

の少し風が吹いたり送られて来る電圧のわずかな差により１０度～２０度前後のばらつきが絶えず生じます。 

  デジタルの表示のため見づらいことから表示間隔を設定できるようにしています。 

  （０．１Ｖの変化で１３度の狂いが出てしまいます。） 

  表示間隔は、環境設定の取込間隔の数値で調整できます。 

  ５００（０．５秒）～５０００（５秒）の間で設定してください。 

 

８ ポート 

ＢＵＡＣＴＬがパソコンのシステムから取得しているポートに合わせて設定してください。 

設定方法は、前記１「セットアップ」を参考にしてください。 

 

９ ボーレイト等 

変更不要です。ＢＵＡＣＴＬ以外のコントロールを使用する場合に変更してください。 

八重洲のローテーターコントロールのコマンドを使用している場合は、コントロールできるかもしれません。 

未確認です。 

 

10 コントロール設定（画像 2） 

  ＢＵＡＣＴＬの設定を変更する場合等に使用してください。 

  <CR>については、プログラムから自動で送信しますので不要です。 

  単にコマンドのみ「R」等を入力し「データ転送ボタン」を押下してください。 

（未記入で「データ転送ボタン」を押下の場合は<CR>が送られます。） 

 

  桑原ＯＭのホームページ（http://ict-kuwa.net/） 

水平角のコマンドとレスポンスは以下です｡（コントロールする部分のみを参考で記載しています。） 

1.ＣＷ（右）回転とＣＣＷ（左）回転 

 送信：R<CR>  送信：L<CR> 

２．指定角度への回転 

 送信：M123<CR>  ３桁の方位角 

３.現在の方位角の要求 

 送信：C<CR> 

４．回転の停止 

 送信：S<CR> または A<CR>（通常こちらを使用） 

５．連続要求 

 (1)回転停止と方位角の要求 ←■ボタンをクリック 

   送信：S<CR>C<CR> 

  小亀(CPU-bord)のシリアル受信バッファーは、255bytes あるので少々連続で 

   送り込んでも取りこぼしはないです｡ (割り込み処理で受け取ります) 

６．環境設定 

 (1)最大角度設定 

   360度：P36[Enter=CR=0x0d]  応答：Mode 360 degree 

   450度：P45[Enter]  応答：Mode 450 degree 



 (2)表示中心の切替 

   Z[Enter] 

   応答：N Center または S Center 

   動作：トグルで切替わる。Japanは北半球なので”N Center”で使います。 

 (3)水平 Rotator-Offset調整 

  ・PCから”O[Enter]”を送る 

   応答は”Rotate to full CCW and send keystroke...” 

  ・Rotatorを反時計方向(CCW)にいっぱいに回転させる（南向き） 

   PCから”[Enter]”を送る 

   応答は”Wrote to memory”・・・・Controller の ROMに記憶する 

 (4)水平 Full Scale の設定１（Rotatorが最大回転角度 450度の場合） 

  ・PCから”P45[Enter]”を送って、450°モードにする。 

   応答は”Mode 450 degree” 

  ・Rotatorを時計方向(CW)にいっぱいに回転させる（南向き） 

   PCから”F[Enter]”を送る 

   応答は”Rotate to full CW and send keystroke...” 

   この時 Controller の LCD表示は、W,Azimuth270.0°になる。 

  ・Controller を再起動する。 

 (5)水平 Full Scale の設定２（Rotatorが最大回転角度 360度の場合） 

  ・PCから”P36[Enter]”を送って、360°モードにする。 

   応答は”Mode 360 degree” 

  ・Rotatorを時計方向(CW)にいっぱいに回転させる（南向き） 

   PCから”F[Enter]”を送る 

   応答は”Rotate to full CW and send keystroke...” 

   この時 Controller の LCD表示は、S,Azimuth180.0°になる。 

  ・Controller を再起動する。 

 

 

11 切断・接続（ドグルスイッチ） 

  ポートの切り離し等を行います。 

 

12 メッセージ欄 

  上段がコムポート等の状態です。 

  下段が最終命令角度です。 

 

著作権 

 このプログラムは内容等を変更しない限り、フリーソフトとして自由に配布、使用していただいて結構です。 

 バージョンアップについては極力対応していきたいと思いますが、あくまで単独のソフトとして使用するもの

とし、他のソフトとの連携を図る要望はお断りします。 

 また、使用にあたっていかなる不具合等が生じた場合にも当方に責任はないことを了解したのち使用してくだ

さい。 

 

その他 

 当方の購入済ライセンスの中で極力新しいシステムのコンパイラーを使用する様に心がけビジュアルスタジ

オ２００５で取り組んでみましたが、不安定でしたので結果的に得意なビジュアルスタジオ６（ＶＢ６）で作

成しました。 

 当方はＷＩＮ８－６４で作成使用し特に問題は生じていませんが、他のシステムでの検証は行っていません。

他のシステムで動作が不可の場合は、ＸＰ互換で使用してください。 

 

 

 



 

 

ＪＡ４ＢＵＡ桑原ＯＭ作成のｺﾏﾝﾄﾞﾘﾌｧﾚﾝｽです。 

 

 

 

 


